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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・年金運用型戦略ファンド 

（年１回決算型） 

＜愛称 年金ぷらす＞ 

 

第８期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2023年１月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・年金運用型戦略ファ

ンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷら

す＞」は、このたび、第８期の決算を

行いましたので、期中の運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合 
(課税上は株式投資信託として取扱われます｡) 

信託期間 無期限（2015年７月17日設定） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行
います。 

主要投資 
対  象 

東京海上・年金運用 
型 戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファ
ンド」、「ＴＭＡ日本債券マザーファン
ド」、「東京海上・ＪＰＸ日経400インデック
スマザーファンド」、「ＴＭＡ日本株アク
ティブマザーファンド」、「ＴＭＡ外国債券
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国債券マザーファンド」、「ＴＭＡ外国株式
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国株式マザーファンド」を主要投資対象と
します。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式（ＪＰＸ日経400採用銘柄） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

投資制限 

東京海上・年金運用型
戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

・株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限を
設けません。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株
式
へ
の
投
資
制
限 

10％以下 

外
貨
建
資
産
へ
の
投
資
制
限 

20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 20％以下 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

分配方針 

毎決算時に、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買
益（評価益を含みます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場
合等には、収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、
運用の基本方針に基づいて運用を行います。  
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

４期(2019年１月25日) 10,090 0 △ 6.7 10,327 △6.0 48.7 1.6 48.0 0.3 820 

５期(2020年１月27日) 11,163 0 10.6 11,326 9.7 47.8 1.5 49.5 0.3 1,269 

６期(2021年１月25日) 12,067 0 8.1 12,081 6.7 49.6 0.7 48.7 0.3 1,706 

７期(2022年１月25日) 12,656 0 4.9 12,891 6.7 46.5 1.0 51.4 0.3 2,715 

８期(2023年１月25日) 12,631 0 △ 0.2 13,109 1.7 49.1 1.0 48.7 0.3 3,404 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

参考指数は、JPX日経インデックス400、TOPIX（東証株価指数）、NOMURA－BPI（野村ボンド・パフォーマンス・インデックス）（総合）、MSCI

コクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース）、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）を基本資産配分で組み合わせ

た合成指数です。基準価額は対顧客電信売買相場の仲値（TTM）を用いて計算しているため、MSCIコクサイ指数は、基準日前日のMSCIコク

サイ指数（米ドルベース）を基準日のTTMで委託会社が円換算したもの、FTSE世界国債インデックスは、FTSE世界国債インデックス（国内

投信用）を使用しています。基本資産配分は５ページをご参照ください。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年１月25日 12,656 － 12,891 － 46.5 1.0 51.4 0.3 

１月末 12,681 0.2 12,927 0.3 47.3 0.8 51.3 0.3 

２月末 12,532 △1.0 12,815 △0.6 48.6 1.1 49.6 0.3 

３月末 13,082 3.4 13,357 3.6 49.6 1.4 48.4 0.3 

４月末 12,790 1.1 13,131 1.9 47.2 1.4 50.9 0.3 

５月末 12,764 0.9 13,124 1.8 48.0 1.3 49.6 0.3 

６月末 12,619 △0.3 13,019 1.0 47.9 1.0 50.7 0.3 

７月末 12,929 2.2 13,313 3.3 49.4 1.1 48.7 0.3 

８月末 12,900 1.9 13,326 3.4 48.4 1.5 49.4 0.3 

９月末 12,453 △1.6 12,874 △0.1 47.0 1.2 50.9 0.3 

10月末 12,963 2.4 13,445 4.3 49.4 1.3 48.5 0.3 

11月末 12,842 1.5 13,336 3.4 48.6 1.4 49.4 0.3 

12月末 12,251 △3.2 12,765 △1.0 47.8 1.3 50.6 0.3 

(期  末)         

2023年１月25日 12,631 △0.2 13,109 1.7 49.1 1.0 48.7 0.3 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

  



品 名：90049_635068_008_03_東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）_950563.docx 

日 時：2023/3/6 14:06:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○運用経過 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2022年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
【各マザーファンドのベンチマークの騰落率】 

 
 

プラス要因 
・日本における新型コロナウイルス感染抑制のための行動規制の緩和 
・米国で物価上昇に減速の兆しが見え始めたこと 
・為替市場で円安が進んだこと 
 

マイナス要因 
・FRB（米連邦準備制度理事会）が2022年３月の会合で利上げに踏み切り、その後も大幅な利上げを継続したこと 
・ロシアによるウクライナへの軍事侵攻 
・ECB（欧州中央銀行）による金融引き締めの強化 
・金融政策決定会合で日銀がYCC（イールドカーブ・コントロール）政策における10年国債利回りの変動許容幅を拡大した
こと 
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■投資環境 
【日本株式市場】 

期初、米国が金融引き締めを強めるとの観測が高まったことや、ロシアのウクライナへの軍事侵攻を受けた原油価格の上

昇による景気悪化懸念などから、日本株式市場は下落しましたが、2022年３月にかけて、為替市場で円安が進んだことで輸

出関連企業を中心に業績改善への期待が高まり、上昇に転じました。その後、新型コロナウイルス感染抑制のための行動規

制の緩和などは日本株式市場のプラス要因となった一方、ECBの金融引き締めの強化などがマイナス要因となり、一進一退

の動きとなりました。12月に日銀による金融緩和政策の変更が行われ円高・株安が進んだものの、2023年１月は政策変更が

見送られたことから日本株式市場は買い戻され、前期末対比では上昇して期を終えました。 

 

【日本債券市場】 

期初、0.14％程度であった10年国債利回りは、海外の主要中央銀行が利上げに踏み切るなか、2022年３月には日銀のYCC

政策のレンジ上限である0.25％程度の水準まで上昇しました。その後は、日銀がYCC政策を維持したことから、10年国債利

回りは0.25％程度の水準で推移しましたが、12月の金融政策決定会合で10年国債利回りの変動許容幅を従来の±0.25％程

度から±0.50％程度へと拡大したことから、新しいレンジ上限である0.50％近辺まで上昇しました。2023年１月の決定会合

では、日銀が金融緩和を維持する姿勢を示したことから10年国債利回りは低下しましたが、前期末対比では上昇して期を終

えました。 

 

【外国株式市場】 

期前半は、ロシアのウクライナ侵攻により地政学的リスクが高まったことやインフレ率の上昇を受け、FRBが積極的な利

上げを行うとの懸念が高まり、外国株式市場は下落しました。期後半は、景気後退懸念の高まりが株価の重石となったもの

の、インフレ率が徐々に落ち着くなか、FRBによる利上げ継続への懸念が後退し、外国株式市場はおおむね横ばいで推移し、

前期末対比では下落して期を終えました。 

 

【外国債券市場】 

米国債利回りは、世界的にインフレ懸念が高まるなか、FRBが2022年３月の会合で利上げに踏み切り、その後も大幅な利

上げを継続したことから、期半ばにかけて上昇基調で推移しました。期後半には、米国の物価上昇に減速の兆しが見え始め

たことから米国債利回りは低下に転じる場面もありましたが、前期末対比では大きく上昇した水準で期を終えました。 

ドイツ国債利回りは、資源価格の高騰などを背景とした欧州域内のインフレ高進が懸念されるなか、ECBが2022年７月の

会合以降大幅な利上げを継続し、2023年以降も金融引き締めを継続する姿勢を示したことから、前期末対比で大きく上昇し

て期を終えました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、FRBによる利上げを受けた日米金利差の拡大を背景に、期半ばにかけて円安米ドル高基調で推移

しました。期後半には、米国CPI（消費者物価指数）の減速に加えて、日銀が金融緩和政策を一部修正したことなどから円

高米ドル安基調となりましたが、前期末対比では円安米ドル高となりました。 

ユーロ円為替レートは、インフレ高進を受けてECBが金融引き締め姿勢を強め、大幅な利上げを継続したことなどから、

前期末対比で円安ユーロ高となりました。 
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■ポートフォリオについて 
＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

当ファンドの運用は、国内外の複数の資産（日本株式、日本債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファ

ンドを、それぞれの基本投資比率に応じて組み入れました。各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対

し、基本資産配分からの乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の基本資産配分を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、各マザーファンドの値動きを反映し、0.2％下落しました。 
 

【基本資産配分】 

 
 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

「業種配分」と「個別銘柄選択」を収益の源泉とし、中長期的にベンチマークとするTOPIX（東証株価指数）を上回ること

を目標に運用を行いました。業種配分は、当社独自の業種分類によりセクターウェイトを決定し、個別銘柄については、徹

底した企業調査・分析をベースに成長性と割安度の双方の視点から銘柄選択を行いました。 

当期、業種配分は、内外需のバランスを意識しながら医薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクスを中心とする方針としま

した。銘柄選択は、金利上昇や資源高などの影響を考慮して企業業績の着実な改善が見込めると判断する銘柄への投資を進

めました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇しましたが、ベンチマーク対比では劣後しました。当期は金利が上昇したことから、

金融緩和時に買い進まれて割高となった高成長銘柄が伸び悩む一方で、割安株物色が進んだことが影響しました。 
 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的サポートに定性判断を加味して、金利の方向性を予測す

る戦略（イールド選択）、事業債などの非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘柄

選択という３つの戦略によって、ベンチマーク（NOMURA－BPI（総合））を中長期的に上回る収益を獲得することを目標とし

て運用しました。 

当期、イールド選択では所有期間利回りが高い長期債、超長期債のオーバーウェイトを基本とし、機動的に調整しました。

スプレッド選択は、事業債セクターのオーバーウェイトを継続し、銘柄選択は、残存期間10年以下の事業債のオーバーウェ

イトを継続しました。 

以上の運用の結果、基準価額は下落し、ベンチマークの騰落率を小幅に下回りました。事業債の相対パフォーマンスが低

く、スプレッド選択・銘柄選択が奏功しませんでした。 
 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

信託財産の中長期的な成長を目標に「地域配分」、「業種配分」および「個別銘柄選択」を超過収益の源泉として、ベンチ

マークとするMSCIコクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

当期、地域配分では、欧州地域のオーバーウェイト、北米地域のアンダーウェイトを主な方針としました。業種配分は、

良好な新薬開発パイプラインをテーマとしたヘルスケアセクターのオーバーウェイトを基本方針としました。また、銘柄魅

力度を勘案し、一般消費財・サービスセクターをオーバーウェイト、資本財セクターをアンダーウェイトとしました。 

以上の運用の結果、為替が円安方向に進行したため基準価額は上昇したものの、ベンチマークを下回るパフォーマンスと

なりました。コミュニケーション・サービスや情報技術セクターなどの個別銘柄選択効果がマイナス寄与しました。 
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＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

国別配分、デュレーション調整、銘柄選択を実施することによって、ベンチマークとするFTSE世界国債インデックス（除

く日本、ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

当期、国別配分については、米国、ユーロ圏ともにベンチマーク対比アンダーウェイトからオーバーウェイトの範囲で市

場環境に応じて調整しました。デュレーション調整は、米国はベンチマーク対比長期化を基本としつつ機動的に調整しまし

た。ユーロ圏はベンチマーク対比長期化から短期化の範囲で調整しました。銘柄選択については、相対的に割安な銘柄を投

資対象として選択しました。 

以上の運用の結果、基準価額は下落し、おおむねベンチマーク並みの結果となりました。世界的な金利上昇局面において

デュレーションの長期化がマイナス寄与となった一方、国別配分がプラス寄与となりました。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：JPX日経インデックス400 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：NOMURA－BPI（総合） 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：MSCIコクサイ指数（円ヘッジなし・円ベース） 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース） 

 

上記４つのマザーファンドは、各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行いました。 

以上の運用の結果、各マザーファンドはおおむね各々のベンチマークに連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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■分配金 
当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てなかった収益につ

いては信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2022年１月26日～ 
2023年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,631  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

引き続き、各資産を基本資産配分から±５％の範囲内に調整することにより、中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

米国の利上げ幅縮小などは市場に好感される一方、日銀の金融政策スタンスが依然不透明なことから、日本株式市場は神

経質な相場展開を予想します。世界経済の減速による企業業績の改善ペースの鈍化が懸念されるものの、現在の株価水準は

既に割安な領域にあることから下値は限定的と想定します。 

このような環境下、マクロ経済の影響を相対的に受けにくい医薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクス関連に注力する戦

略を継続します。業種配分では、業績が底堅い情報通信や在庫調整の進展が期待できるエレクトロニクスをオーバーウェイ

ト、日銀の金融政策転換の懸念はあるものの米国金利のピークアウトを考慮して金融をアンダーウェイトとすることにより

内需関連全体をアンダーウェイトとします。また景気減速を警戒して景気敏感業種をアンダーウェイトします。銘柄選択で

は、足元で割安になったと考える銘柄、来年度を見据えて着実に業績拡大が見込まれる銘柄への入れ替えを進める方針です。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

現状、日銀がYCC政策を継続していることから、足元の国内長期金利は狭いレンジ内で推移しているものの、日銀新総裁

人事や金融政策正常化へ向けた動きを巡って、当面は先行き不透明感の強い市場環境が続くと予想します。 

このような環境下、イールド選択においては、市場動向に留意し、機動的にポジション調整を行います。スプレッド選択

においては、事業債セクターのオーバーウェイトを維持する方針です。銘柄選択は、引き続き残存期間10年以下の事業債の

オーバーウェイトを維持する方針です。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

当面の間はボラティリティが高いものの、景気が緩やかに回復し、企業業績も増益基調を維持すると考えており、加えて、

インフレ率が低下基調となることでFRBによる利下げ期待が徐々に高まり、外国株式市場は上昇する展開を予想しています。 

このような環境下、地域配分は欧州地域をオーバーウェイト、北米地域をアンダーウェイトとし、業種配分は、ヘルスケ

ア、一般消費財・サービス、情報技術セクターなどをオーバーウェイト、不動産、資本財、金融セクターなどをアンダーウェ
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イトの方針とします。銘柄選択では、長期の競争優位性を有し、利益成長力と株主還元力を勘案し、割安な企業に投資する

方針を継続します。 

 

＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

欧米中央銀行による金融引き締め姿勢の後退が意識される環境下、デュレーション調整はベンチマーク対比長期化を基

本としつつ、状況に応じて機動的にエクスポージャーを調整する予定です。 

米国金利は、インフレ減速の兆しが見えつつあるなか、FRBによる将来的な利下げに対する期待から、中長期的には低下

基調での推移を予想します。また、欧州金利についても、ECBは目先利上げを継続する見通しであるものの、中長期的には

世界的な景気減速懸念の高まりなどを背景に低下基調となる展開を予想します。 

為替市場では、米ドル円相場は日銀の新総裁人事に絡む金融政策正常化が意識され、円高米ドル安基調での推移を予想し

ます。ユーロ円相場は中長期的には世界的な景気減速懸念から、円高ユーロ安基調へ転じることを見込みます。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、上記４つのマザーファンドとも各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 174  1.369  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 84)  (0.660)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 84)  (0.660)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.049)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.019   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.018)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.022   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.011)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.011)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 180   1.415    

期中の平均基準価額は、12,733円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 124,769 157,102 63,418 79,839 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 115,039 157,907 57,225 78,550 
東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 67,044 133,632 34,278 69,029 
ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 81,950 174,862 34,484 74,617 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 86,417 151,373 42,023 73,532 
ＴＭＡ外国債券マザーファンド 59,702 150,817 27,966 70,592 
ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 38,951 159,774 20,233 84,657 
ＴＭＡ外国株式マザーファンド 40,950 177,113 16,696 73,867 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

項 目 

当 期 
東京海上・ＪＰＸ 

日経400インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ日本株 
アクティブ 

マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,916,218千円 70,215,638千円 44,561,922千円 36,975,179千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,123,129千円 77,389,904千円 83,305,243千円 51,055,760千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.93   0.90   0.53   0.72   
 
（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 
（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 16 20 37 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○組入資産の明細 (2023年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 274,448 335,799 413,872 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 250,992 308,806 413,738 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 173,853 206,619 432,433 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 151,357 198,823 438,665 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 202,640 247,034 419,957 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 139,726 171,462 422,122 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 84,394 103,112 427,307 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 75,249 99,503 435,237 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 413,872 12.1 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 413,738 12.1 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 432,433 12.6 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 438,665 12.8 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 419,957 12.3 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 422,122 12.3 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 427,307 12.5 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 435,237 12.7 

コール・ローン等、その他 24,754 0.6 

投資信託財産総額 3,428,085 100.0 
 
（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（13,144,999千円）の投資信託財産総額

（13,172,760千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） ＴＭＡ外国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,894,259千円）の投資信託財産総額（27,058,136千円）に

対する比率は99.4％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（111,123,682千円）の投資信託財産総額

（111,398,198千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（51,759,651千円）の投資信託財産総額（53,367,098千円）に

対する比率は97.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは１

米ドル＝130.40円、１カナダドル＝97.48円、１メキシコペソ＝6.9309円、１ユーロ＝141.94円、１英ポンド＝160.64円、１スイスフラ

ン＝141.36円、１スウェーデンクローナ＝12.78円、１ノルウェークローネ＝13.21円、１デンマーククローネ＝19.08円、１ポーランド

ズロチ＝30.113円、１豪ドル＝92.14円、１ニュージーランドドル＝84.43円、１香港ドル＝16.65円、１シンガポールドル＝98.79円、

１マレーシアリンギット＝30.4666円、１イスラエルシェケル＝38.7908円、１オフショア元＝19.206円です。 
  

親投資信託残高 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,428,085,340   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 413,872,523   

 ＴＭＡ日本債券マザーファンド(評価額) 413,738,448   

 東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド(評価額) 432,433,430   

 ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド(評価額) 438,665,245   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 419,957,866   

 ＴＭＡ外国債券マザーファンド(評価額) 422,122,809   

 ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド(評価額) 427,307,844   

 ＴＭＡ外国株式マザーファンド(評価額) 435,237,629   

 未収入金 24,749,546   

(B) 負債 23,643,110   

 未払解約金 1,168,542   

 未払信託報酬 22,295,572   

 その他未払費用 178,996   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,404,442,230   

 元本 2,695,272,340   

 次期繰越損益金 709,169,890   

(D) 受益権総口数 2,695,272,340口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,631円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,145,467,083円、期中追加設定元

本額は726,639,474円、期中一部解約元本額は176,834,217円

です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2022年１月26日～2023年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △          2   

 支払利息 △          2   

(B) 有価証券売買損益 30,499,318   

 売買益 90,185,804   

 売買損 △ 59,686,486   

(C) 信託報酬等 △ 42,099,481   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 11,600,165   

(E) 前期繰越損益金 184,817,752   

(F) 追加信託差損益金 535,952,303   

 (配当等相当額) (  469,593,532)  

 (売買損益相当額) (   66,358,771)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 709,169,890   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 709,169,890   

 追加信託差損益金 535,952,303   

 (配当等相当額) (  470,676,429)  

 (売買損益相当額) (   65,275,874)  

 分配準備積立金 189,816,756   

 繰越損益金 △ 16,599,169   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 4,999,004円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 519,353,134円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 184,817,752円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 709,169,890円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,631円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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